
村
上 

専
精 

生
い
立
ち 

嘉
永
四
年
（
一
八
五

一
年
）
四
月

一
日
、
丹
波
国
氷
上
郡
船
城
村

野
山
（現
・春
日
町
）
の
教
覚
寺
（真
宗
大
谷
派
）
に
広
崎
宗
鎧
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
こ
の
寺
の
あ
る
場
所
は
僻
地
寒
村
で
あ
り
、
極
め

て
貧
乏
な
寺
で
あ
っ
た
が
、
父
宗
鎧
は
、
近
く
の
子
弟
を
集
め
て
学
問

を
教
え
る
な
ど
教
育
に
は
非
常
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
明
治
五
年
（
一
八

七
二
年
）
の
学
制
発
布
に
よ
っ
て
各
地
に
小
学
校
が
開
設
さ
れ
始
め
、

六
年
に
は
「又
新
舎
」と
称
し
て
、
現
在
の
春
日
町
立
船
城
小
学
校
の
前
身
が
、
こ
の
教
覚
寺
に
お
い
て
誕

生
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
翌
七
年
か
ら
十
二
年
ま
で
は
、
野
山
学
校
と
称
し
て
い
た
。
広
崎
宗
鎧
は
こ
れ

ら
の
学
校
の
初
代
校
長
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
で
も
、
船
城
小
学
校
の
校
長
室
に
初
代
校
長
と
し
て
、

そ
の
袈
裟
衣
の
絵
姿
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

父
の
厳
し
い
指
導
の
も
と
に
毎
朝
暗
い
う
ち
か
ら
起
き
て
、
三
部
経
（大
無
量
寿
教
、
観
無
量
寿
経
、 

阿
弥
陀
経
）と
い
う
非
常
に
む
ず
か
し
い
お
経
を
教
え
ら
れ
た
。
習
い
な
が
ら
頭
を
た
た
か
れ
な
い
日 

 は
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
に
厳
し
か
っ
た
が
、
七
才
ま
で
に
全
部
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
後
に

考
え
て
、
自
分
自
身
を
つ
く
る
基
礎
を
な
し
た
と
感
謝
さ
れ
て
い
る
。 

家
が
貧
し
い
た
め
、
八
才
の
頃
か
ら
他
の
寺
に
預
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
間
、
農
業
に
従
事
し
つ
つ
「大
学
」

「中
庸
」等
を
学
ん
だ
こ
れ
が
学
問
に
志
す
端
緒
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 仏
教
学
の
研
鑽 

 

十
八
才
の
と
き
、
初
め
て
播
磨
の
姫
路
に
遊
学
し
、
毎
日
市
内
を
托
鉢
し
な
が
ら
、
姫
路
市
両
塩
町

の
善
教
寺
、
結
城
義
導
（号
・天
外
）
師
に
つ
い
て
漢
籍
を
学
ん
だ
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
の
神
仏

分
離
令
に
よ
り
廃
仏
毀
釈
の
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
仏
教
界
に
大
打
撃
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
状
態
の
な
か
、
仏
教
の
復
興
に
革
新
的
風
潮
が
見
ら
れ
な
い
状
況
を
知
る
に
つ
け
、
自
分
は
寺
に

生
ま
れ
た
者
で
も
あ
り
、
仏
教
の
学
問
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
悟
っ
た
。 

仏
教
の
学
問
を
志
す
に
は
、
京
都
が
最
適
で
あ
っ
た
。
し
か
し
京
都
で
学
問
を
志
す
に
は
費
用
が
か
か

る
の
で
、
越
後
（新
潟
県
）
の
真
宗
大
谷
派
無
為
信
寺
に
武
田
行
忠
師
が
私
塾
を
開
い
て
講
義
し
て
お
り
、



そ
の
名
声
は
真
宗
学
界
に
鳴
り
響
い
て
い
た
。
そ
こ
で
専
精
は
、
越
後
に
行
く
こ
と
を
決
意
し
た
。
そ
こ
で

両
親
は
苦
心
し
て
九
両
二
分
の
費
用
を
工
面
さ
れ
た
。 

明
治
四
年
（
一
八
七

一
年
）
二
十
歳
の
と
き
、
両
親
に
別
れ
を
告
げ
て
丹
波
よ
り
越
後
に
向
か
う
こ

と
と
な
っ
た
。
当
時
は
鉄
道
の
な
い
時
代
で
あ
り
、
一
五
〇
里
の
道
を
三
〇
日
ほ
ど
か
か
り
、
越
後
の
北

蒲
原
郡
水
原
町
の
無
為
信
寺
、
武
田
行
忠
の
も
と
に
着
い
た
時
に
は
、
僅
か
一
両

一
分
し
か
残
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
お
金
で
夜
具
を
購
入
す
る
必
要
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
買
わ
ず
に
学
問
を
す
る
に
必
要
な
筆

墨
・用
紙
を
購
入
し
た
と
き
に
は
無

一
文
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
寺
の
水
汲
み
、
飯
炊
き
等
の
仕
事

を
す
る
学
僕
と
な
っ
て
働
き
つ
つ
『
唯
識
三
十
述
記
』
と
い
う
大
変
難
し
い
仏
教
学
の
講
義
を
聴
き
、
勉

強
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
、
仏
教
学
の
も
っ
と
も
盛
ん
な
京
都
に
行
く
こ
と
を
決
意
し
、
辺
境
の
越

後
か
ら
京
都
に
赴
き
、
高
倉
学
寮
に
入
学
し
た
が
、
仏
教
界
の
混
乱
や
、
学
寮
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ

一

年
で
退
学
し
て
し
ま
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
知
人
を
頼
っ
て
三
河
国
（愛
知
県
）
へ行
き
、
宝
飯
郡
御
馬
村
（愛
知
県
豊
川
市
御
津
町
御

馬
字
西
）
の
真
宗
大
谷
派
海
山
入
覚
寺
の
村
上
界
雄
の
婿
養
子
と
な
り
村
上
姓
を
名
の
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
寺
は
檀
家
が
二
〇
〇
戸
ほ
ど
の
比
較
的
裕
福
な
寺
で
あ
っ
た
が
、
田
舎
の
寺
で
安
穏
と
住
職
の 

 仕
事
に
甘
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、
親
戚
や
檀
家
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
寺
を
出
て
再
び
学
問
研
鑽
の

途
へと
進
ん
だ
の
で
あ
る
。 

 

業
績 

 

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
初
め
て
京
都
の
高
倉
学
寮
で
行
う
身
分
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
に
は
村
上

専
精
の
名
は
遠
く
東
京
に
聞
こ
え
、
曹
洞
宗
大
学
林
や
哲
学
館
（現
・東
洋
大
学
）で
『
成
唯
識
論
』
『
金

七
十
論
』
の
講
義
を
行
っ
た
。
ま
た
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
年
）
、
神
田
区
今
川
小
路
に
仏
教
講

話
所
を
開
設
し
、
青
年
男
女
に
対
し
仏
教
精
神
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
努
力
し
た
。 

仏
教
学
に
お
い
て
は
歴
史
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
お
く
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
門
下
の
鷲
尾
順
敬
、

境
野
黄
洋
等
と
共
に
、
『
仏
教
史
林
』
『
日
本
仏
教
史
網
』を
著
し
大
い
に
仏
教
史
研
究
の
気
運
を
高
め

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
発
表
が
認
め
ら
れ
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
文
学
博
士
の
学
位
を
贈
ら
れ

た
。 明

治
三
十
四
年
（
一
九
〇

一
年
）
に
『
仏
教
統

一
論 

第

一
編 

大
網
論
』を
出
版
す
る
と
、
村
上
専



精
は
大
乗
非
仏
教
説
を
主
張
す
る
も
の
と
誤
解
し
て
真
宗
大
谷
派
よ
り
排
斥
さ
れ
た
の
で
、
『
予
が
真

宗
大
谷
派
の
僧
籍
を
脱
す
る
の
告
白
書
』
を
本
山
に
提
出
し
、
自
ら
僧
籍
を
脱
し
て
、
宗
門
を
離
れ
学

者
と
し
て
の
所
信
を
堅
持
し
た
。 

大
正
六
年
（
一
九

一
七
年
）
、
東
京
帝
国
大
学
（現
・東
京
大
学
）
に
印
度
哲
学
科
を
創
設
し
、
学
者

と
し
て
の
最
高
の
名
誉
で
あ
る
帝
国
学
士
院
（現
・日
本
学
士
院
）
会
員
に
勅
選
さ
れ
た
。
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
年
）に
は
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
た
。
ま
た
、
東
京
帝
国
大
学
に
は
講
堂

が
な
い
の
を
歎
き
、
そ
の
頃
財
界
の
巨
頭
で
あ
っ
た
安
田
善
次
郎
（富
士
銀
行
の
創
始
者
）
を
説
得
し
て

当
時
、
百
万
円
の
寄
付
を
勧
め
、
講
堂
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。
東
京
大
学
の
講
堂
を
安
田
講
堂
と
名

付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
由
来
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

  

東
洋
女
学
校
（現
・東
洋
女
子
高
等
学
校
）
の
創
立 

 

専
精
が
仏
教
史
学
の
研
究
に
際
し
、
高
僧
の
伝
記
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
母
親
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
付
き
、
将
来
、
国
家
、
社
会
に
有
為
な
人
物
を
育
成
す
る
に
は
母
親
と
な
る
人
、
す
な
わ
き
女
子 

 
 

 の
教
育
が
重
要
で
あ
る
と
痛
感
し
、
仏
教
精
神
に
基
づ
く
女

学
校
を
創
立
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
明
治
三
十
八
年
（
一

九
〇
五
年
）
に
小
石
川
丸
山
町
の
新
校
舎
で
開
校
式
が
挙
行

さ
れ
、
早
稲
田
大
学
総
長
、
大
隈
重
信
の
祝
賀
演
説
に
満
堂

感
激
し
た
の
で
あ
っ
た
。
専
精
は
初
代
校
長
と
し
て
修
身
科
を

担
当
し
た
。
経
営
に
あ
た
っ
て
は
非
常
に
苦
労
さ
れ
た
が
、
大

正
十
四
年
四
月
十
六
日
、
創
立
二
十
周
年
の
記
念
式
を
挙
行

し
、
校
長
職
を
二
代
和
田
県
に
譲
っ
た
。 

 

社
会
教
化
に
尽
力 

 

村
上
専
精
は
は
仏
教
学
の
先
覚
者
と
し
て
偉
大
な
業
績
を
残
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
社
会
に
お

い
て
、
世
人
に
対
し
て
も
仏
教
的
に
啓
蒙
し
よ
う
と
寸
暇
を
さ
い
て
努
力
し
た
。
神
田
に
仏
教
講
話
所
を

開
設
し
、
青
年
男
女
に
仏
教
講
話
を
行
い
、
ま
た
東
洋
女
学
校
の
講
堂
、
至
誠
堂
で
毎
月
第
二
日
曜
日



は
校
外

一
般
の
聴
衆
に
対
し
講
演
し
、
そ
の
原
稿
を
個
人
雑
誌
『
人
道
講
話
』に
掲
載
し
た
。 

ま
た
地
方
講
演
を
行
い
、
社
会
教
化
に
尽
く
し
た
。
大
正
二
～
三
年
に
は
、
東
北
地
方
巡
回
講
演
に

出
張
、
一
日
帰
京
し
て
か
ら
、
丹
波
、
滋
賀
、
愛
知
に
講
演
に
出
か
け
た
。
大
正
六
年
に
は
大
陸
に
渡
り
、

ハ
ル
ビ
ン
ま
で
出
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

ま
た
、
専
精
の
門
下
に
は
、
多
く
の
逸
材
が
生
ま
れ
て
い
る
。
境
野
黄
洋
、
鷲
尾
順
敬
、
宮
本
正
尊
、

木
村
泰
賢
、
花
山
信
勝
、
常
盤
大
定
、
高
島
米
峯
、
安
藤
正
純
、
藤
岡
勝
二
、
宇
井
伯
寿
、
結
城
令
聞
、

辻
直
四
郎
の
諸
氏
が
輩
出
し
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
思
想
界
に
名
を
残
し
て
い
る
。 

         

人
柄 

村
上
専
精
は
貧
寺
に
生
ま
れ
な
が
ら
、

努
力
精
進
し
て
生
活
の
う
ち
に
仏
教
を
学

び
と
り
、
旺
盛
な
向
学
心
と
強
固
な
意
志

に
よ
り
独
自
の
道
を
開
拓
し
た
。
ま
た
、
自

己
に
厳
し
く
、
誠
実
、
寛
容
で
あ
り
、
小
さ

い
事
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
た
め
、
修
業
中
や
学
問

研
究
に
当
た
っ
て
困
難
に
遭
っ
て
も
常
に

人
々
の
好
意
に
よ
っ
て
道
が
開
か
れ
、
よ
き

師
、
よ
き
友
人
に
恵
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
宗

教
界
の
み
な
ら
ず
学
界
、
政
界
に
あ
ら
ゆ

る
人
物
か
ら
敬
慕
さ
れ
、
財
界
の
巨
頭
、
安

田
善
次
郎
と
の
交
流
も
あ
り
、
そ
の
人
物

像
は
ま
こ
と
に
偉
大
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。 



親
に
対
す
る
誠 

 
専
精
は
郷
里
の
教
覚
寺
を
出
て
学
問
を
志
し
、
さ
ら
に
養
子
先
の
三
河
の
入
覚
寺
に
お
い
て
も
、
寺

を
捨
て
て
学
者
と
し
て
の
道
を

一
途
に
歩
ん
だ
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
は
親
や
郷
里
の
名
を
挙
げ
た
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
常
に
両
親
に
対
し
申
し
わ
け
な
い
気
持
ち
と
同
時
に
、
深
い
感
謝
の
念
を
も
っ
て

い
た
。 

大
正
七
年
（
一
九

一
八
年
）学
士
員
会
員
に
勅
選
さ
れ
た
年
の
天
長
節
に
、
新
調
の
大
礼
服
を
着
て

参
内
し
た
。
そ
の
と
き
、
大
礼
服
姿
の
写
真
を
撮
り
、
丹
波
の
両
親
の
も
と
へ送
っ
た
。
こ
れ
は
た
だ
両
親

を
喜
ば
せ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
深
い
報
恩
の
気
持
ち
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
に
盛
岡
市
で
の
講
話
の
た
め
、
八
月

一
五
日
、
宿
泊
地
の
あ
る
花
巻

駅
で 

 

「タ
ン
バ
ノ
チ
、
キ
ト
ク
」
の
電
報
を
受
け
取
っ
た
が
、
公
開
演
説
を
断
る
わ
け
に
い
か
ず
、
演
説

を
済
ま
せ
、
一
七
日
に
郷
里
に
着
い
た
。
し
か
し
時
す
で
に
遅
く
、
父
は
昨
日
に
他
界
し
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
専
精
は
父
の
遺
骸
に
平
伏
し
、
孝
養
の
行
き
届
か
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
み
、
暫
時
暗
涙
に
む
せ
ん

だ
と
い
う
。
専
精
は
そ
れ
よ
り
明
治
三
十
三
年
、
父
の
徳
を
た
た
え
こ
れ
を
永
く
後
世
に
残
す
た
め
碑

を
建
立
し
た
。
こ
の
碑
は
現
在
で
も
教
覚
寺
境
内
に
残
っ
て
い
る
。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

船城小学校に安置されている 

村上専精胸像 

明
顕
寺
と
教
覚
寺
の
そ
の
後 

 
丹
波
の
郷
里
、
野
山
村
の
約
四
キ
ロ
ほ
ど
南
に
あ
る
柏
原
町
に
明
顕
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
が
、
だ
れ

も
管
理
す
る
も
の
が
な
く
屋
根
は
雨
漏
り
、
床
は
抜
け
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
、
専
精

と
父
宗
鎧
は
、
同
じ
浄
土
真
宗
の
寺
が
こ
の
よ
う
に
荒
れ
て
い
る
こ
と
を
嘆
き
、
何
と
か
再
興
し
た
い
と

考
え
た
。
そ
こ
で
、
専
精
の
妹
で
市
島
町
の
代
官
青
木
家
に
嫁
し
た
教
枝
の
娘
良
に
養
子
を
迎
え
て
、
明

顕
寺
を
再
興
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
教
覚
寺
は
後
継
者
が
な
く
廃
寺
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
広
崎
家

代
々
の
墓
所
そ
の
他
を
す
べ
て
明
顕
寺
に
移
し
た
。
大
正
四
年
（
一
九

一
五
）
十
月
、
宗
鎧
の
七
回
忌
法

要
を
こ
の
寺
で
行
っ
た
。 

ま
た
専
精
の
二
番
目
の
弟
専
心
は
、
出
雲
国
大
東
町
の
宗
専
寺
の
養
子
を
な

り
、
和
多
田
を
名
乗
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
兄
弟
が
そ
れ
ぞ
れ
に
家
を
出
て
、
自
分
の
寺
を
継
ぐ
こ
と
は
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
教
覚
寺
は
廃
寺
と
な
っ
た
が
、
郷
土
の
偉
人
と
し
て
野
山
地
区
の
篤
志
家
の
手
で
改

修
さ
れ
、
本
堂
は
い
ま
だ
保
存
さ
れ
て
い
る
。 

    

船
城
小
学
校
の
発
祥 

 

教
覚
寺
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）学
制
発
布
に
よ
り
「又
新
舎
」と
名
づ
け
ら
れ
て
小
学
校
と
し
て

発
足
。
後
、
野
山
学
校
と
呼
ば
れ
、
同
十
二
年
ま
で
こ
の
場
所
で
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
現
在

の
船
城
小
学
校
発
祥
の
地
で
あ
る
と
し
て
、
春
日
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
そ
の
存
在
意
義
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。 

教
覚
寺
に
隣
接
す
る
篤
農
家
。
山
本
家
に
は
今
で
も
三
面
の
襖
す
べ
て
に
村
上
専
精
の
雄
渾
な
書
が

残
さ
れ
て
お
り
、
い
か
に
農
村
の
人
々
の
郷
土
愛
や
祖
先
を
思
う
心
情
、
連
帯
感
が
深
い
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。 

船
城
小
学
校
に
は
、
郷
土
出
身
の
偉
人

と
し
て
村
上
専
精
と
ほ
か
に
井
上
秀
（日

本
女
子
大
第
二
代
校
長
）
の
二
人
の
木
彫

り
の
胸
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
卒
業
式

を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
故
人
を
偲
び
、



教
育
の
指
針
と
さ
れ
て
い
る
。
春
日
町
で
は
、
一
東
洋
高
等
女
学
校
の
創
立
者
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
以
上
に
広
い
立
場
で
国
家
的
、
社
会
的
に
偉
大
な
仏
教
学
者
村
上
専
精
を
郷
土
の
誇
り
と
し
て
永

く
心
の
な
か
に
刻
み
、
子
孫
に
伝
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。 

                   


